
緑
陰
や
猫
跨
ぎ
お
る
犬
薄
荷
・
・
踏
基

は

っ

か

一
般
的
に
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル(
二
つ
の
言
語
を
使

う
能
力)

環
境
で
一
定
レ
ベ
ル
以
上
言
葉
を
使
え
る

子
供
は
、
単
一
言
語
で
学
ん
だ
子
供
よ
り
、
全
般
的

な
認
知
能
力
や
感
受
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
環
境
下
に
置
か
れ
れ
ば
、
単
純
な
日
常
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
誰
で
も
身
に
着
い

て
、
自
然
に
第
二
言
語
を
学
べ
る
と
良
く
言
わ
れ
る
。

だ
が
言
葉
の
質
量
を
確
保
し
、
動
機
付
け
さ
え
上
手

く
行
け
ば
、
子
供
の
認
知
、
思
考
を
支
え
る
言
語
能
力

は
著
し
く
向
上
す
る
。
小
さ
い
子
供
は
、
将
来
で
な
く

「
今
楽
し
い
」
「
今
面
白
い
」
か
が
最
重
要
で
あ
る
。

現
地
の
治
安
が
不
安
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
暮
ら
し
た
子
供
の
言
語
能
力
は
、
日
本
だ

け
で
暮
ら
し
た
場
合
と
左
程
変
ら
な
い
と
い
う
。

赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
日
本
生
ま

れ
の
ド
イ
ツ
育
ち
、
今
で
い
う
帰
国
子
女
で
あ
る
。

赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の
場
合
、
日
本

と
ド
イ
ツ
を
繋
ぐ
懸
け
橋
と
な
っ
た
の
は
、
一
匹
の

白
い
ペ
ル
シ
ャ
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

で
あ
っ
た
。

曇
天
の
遅
い
信
州
松
本
の
初
夏
は
、
静
か
だ
っ
た
。

小
石
を
ぽ
ん
と
空
に
放
り
上
げ
た
だ
け
で
、
そ
の

静
か
さ
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
か
と
思
わ
せ
た
。
そ

の
静
か
さ
の
底
に
沈
殿
し
て
く
る
、
息
苦
し
い
衝
動

に
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
気
付
か
ず
に
い
た
。

信
州
松
本
の
初
夏
は
、
六
月
に
入
る
と
父
親
の
姉
、

世
話
に
な
っ
て
い
る
同
居
の
叔
母
の
下
宿
の
窓
か
ら

遠
く
に
見
え
る
測
候
所
の
道
を
遡
り
な
が
ら
、
何
時

も
の
よ
う
に
今
年
も
確
実
に
や
っ
て
き
て
い
た
。
城

を
見
通
せ
る
小
道
の
端
を
右
折
し
て
、
白
い
測
候
所

の
門
脇
ま
で
、
道
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
細
い
木
々
の

芽
吹
き
に
、
そ
の
兆
し
が
読
め
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
一
体
は
、
通
称
松
本
の
文
化
村
と
呼
ば

れ
、
大
学
関
係
者
、
高
校
教
師
、
画
家
、
音
楽
家
、

医
者
や
外
国
人
が
住
む
文
教
地
域
で
あ
っ
た
。

日
本
国
籍
の
あ
る
赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）

が
、
松
本
の
中
学
校
に
転
入
生
と
し
て
単
身
帰
国
し
た

の
は
、
十
二
歳
に
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
家
族
特
に
父

親
が
心
配
し
た
高
校
へ
の
進
学
は
、
事
前
に
準
備
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
比
較
的
問
題
な
く
推
移
し
た
。

父
親
の
郷
里
、
松
本
Ｆ
高
校
に
は
、
当
時
の
日
本
の

英
語
教
育
一
辺
倒
の
時
代
に
珍
し
く
ド
イ
ツ
語
を
教
え

る
学
級
が
あ
っ
た
。
帰
国
子
女
に
起
り
が
ち
な
、
言
葉

の
障
害
は
、
日
本
で
生
ま
れ
四
歳
ま
で
日
本
に
居
て
、

ド
イ
ツ
に
渡
っ
て
の
生
活
は
八
年
間
で
あ
っ
た
の
で
、

第
一
言
語
の
日
本
語
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、

少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
に
と
っ
て
、
こ
こ
二
年
余
り

の
信
州
の
初
夏
は
、
良
い
季
節
で
は
な
か
っ
た
。

先
ず
松
本
の
中
学
生
活
～
高
校
進
学
後
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
が
尾
を
引
き
、
あ
ま
り
精
神
状
態
は
良
く
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
ド
イ
ツ
人
母
と
日
本
人
父
の
血
を
ひ

く
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
が
、
単
身
帰
国
後
の
こ
こ

信
州
松
本
の
静
か
な
初
夏
に
、
同
級
生
や
付
近
住
民
か

ら
好
奇
の
目
で
迎
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。

生
物
に
と
っ
て
春
か
ら
夏
は
、
明
日
へ
の
命
を
み

な
ぎ
ら
せ
て
性
が
芽
生
え
、
予
感
と
期
待
に
弾
む
季

節
で
あ
り
、
活
動
を
約
束
す
る
季
節
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ド
イ
ツ
か
ら
単
身
帰
国
の
少
年
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
の
場
合
は
、
身
裡
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く

る
得
体
の
知
れ
ぬ
朧
な
る
混
血
の
魂
、
ド
イ
ツ
人
の

母
譲
り
の
狩
猟
民
族
の
血
に
困
惑
す
る
季
節
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
若
さ
と
い
う
も
の
な
ら
ば
、

そ
の
若
さ
を
持
て
余
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

初
夏
の
あ
る
日
、
赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏

夫
）
は
、
苦
手
の
数
学
の
復
習
に
飽
い
て
、
本
か

ら
目
を
上
げ
窓
ガ
ラ
ス
の
上
を
懸
命
に
飛
び
廻
る

日
本
の
小
虫
を
目
で
追
っ
て
い
た
。
身
体
の
わ
り

に
足
が
長
く
、
羽
根
も
長
い
小
虫
だ
っ
た
。
そ
の

小
虫
は
引
き
下
が
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
の

壁
を
撫
で
る
よ
う
に
衝
突
す
る
だ
け
で
、
己
の
前

進
を
拒
む
物
体
を
理
解
で
き
な
い
で
い
た
。

そ
の
長
い
足
は
何
度
も
ば
た
ば
た
と
空
を
掻
き
、
身
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体
を
空
中
に
浮
か
べ
る
た
め
の
羽
根
も
、
ガ
ラ
ス
の
冷

た
い
感
触
の
ま
え
で
は
浮
力
す
ら
減
退
さ
せ
た
。

し
か
し
、
小
虫
は
、
何
時
ま
で
も
無
知
の
ま
ま
猛
進

し
や
が
て
前
進
の
力
が
み
な
ぎ
っ
た
時
に
、
そ
の
物
体

を
突
き
破
っ
て
外
に
出
ら
れ
る
の
だ
と
信
じ
て
疑
い
な

い
か
の
ご
と
く
行
動
し
た
。

窓
は
半
分
開
い
て
い
た
。
だ
が
小
虫
は
そ
こ
に

行
き
着
け
な
か
っ
た
。
一
度
ガ
ラ
ス
の
面
を
這
っ

て
窓
の
桟
ま
で
き
て
、
そ
こ
を
飛
び
越
せ
ば
前
進

を
阻
む
物
体
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
好

ん
で
前
の
ガ
ラ
ス
の
面
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
小
虫
を

み
て
い
る
内
に
何
故
か
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
小
虫
の
焦
燥
感
が
少
年
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
に
感
染
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自

分
の
内
部
か
ら
湧
き
出
し
た
自
分
自
身
の
焦
燥
感

と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
桟
を
越
え
れ
ば
、
自
由

に
な
る
で
は
な
い
か
、
何
故
自
ら
好
ん
で
そ
の
ガ

ラ
ス
面
を
舐
め
る
よ
う
に
戻
っ
て
く
る
の
だ

小
虫
は
な
お
も
空
を
掻
い
た
。

机
に
向
か
っ
て
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
は
、
立
上
っ
て
窓
を
大
き
く
開
け
そ
の

小
虫
を
開
放
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
小
虫
の
徒

労
の
連
続
に
同
情
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
当

は
小
虫
の
徒
労
は
、
赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏

夫
）
の
徒
労
と
別
次
元
に
あ
っ
た
の
だ
が
・
・
。

そ
の
瞬
間

小
虫
は
、
残
虐
な
混
血
少
年
の
指
先
で
た
わ
い
も

な
く
圧
死
し
て
い
た
。
小
虫
の
死
体
を
窓
か
ら
捨
て

る
と
、
一
つ
大
き
く
伸
び
を
し
て
、
愛
用
の
「
ヤ
ッ

ケ
」
（
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
よ
う
な
も
の
）

を
羽
織
っ
て
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
散
歩
に
で
た
。

国
立
松
本
結
核
療
養
所
の
あ
る
城
山
に
続
く
散
歩

コ
ー
ス
が
、
ド
イ
ツ
の
小
高
い
森
や
丘
に
似
て
い

た
の
は
兎
に
角
大
き
な
救
い
だ
っ
た
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
中
心
街
は
ラ
イ
ン
河
の

右
岸
に
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

開
校

の
日
本
人
学
校
は
、
左
岸
の
オ
ー
バ
ー
カ
ッ
セ
ル

地
区
に
あ
っ
た
教
会
の
付
属
建
物
カ
ニ
ー
ジ
ハ
ウ

ス
を
仮
校
舎
に
し
て
発
足
し
た
。

当
初
は
、
僅
か
四
十
名
ほ
ど
の
生
徒
数
で
あ
っ

た
が
、
日
本
企
業
の
海
外
活
動
を
敏
感
に
反
映
し

な
が
ら
、
現
在
は
二
年
後
移
設
の
新
校
舎
に
、
約

十
倍
の
数
の
児
童
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
。
子
供

の
通
学
の
便
を
考
え
て
、
大
勢
の
滞
在
日
本
人
が

オ
ー
バ
ー
カ
ッ
セ
ル
区
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

人
口
数
十
万
人
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
は
留

学
生
も
含
め
て
、
一
万
人
以
上
の
日
本
人
が
滞
在

す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
内

で
暮
ら
せ
ば
、
何
不
自
由
な
く
生
活
で
き
た
。

日
本
人
観
光
客
の
多
い
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ベ
ル

リ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
の
都
市
と
異
な
り
、

同
じ
ラ
イ
ン
河
に
面
し
た
商
都
で
あ
っ
た
が
、
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
は
観
光
資
源
に
は
乏
し
い
街
で
、
旧

市
街
に
は
小
さ
な
醸
造
所
が
林
立
し
、
「A

l
t
b
i
e
r

（
ア
ル
ト
ビ
ア
）
」
の
試
飲
が
何
時
で
も
で
き
た
の

で
、
滞
在
者
の
み
な
ら
ず
、
此
処
で
ド
イ
ツ
ビ
ア
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
た
日
本
人
旅
行
者
は
多
か
っ
た
。

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
が
四
歳
～
十
二
歳
に
な
る
ま

で
の
八
年
間
、
一
家
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
暮
ら
し

で
あ
っ
た
。
知
人
を
頼
り
ケ
ル
ン
大
に
留
学
し
た
父

は
、
そ
こ
で
母
と
出
逢
い
二
人
は
一
緒
に
挙
式
の
た

め
一
時
日
本
に
帰
国
し
た
。
ド
イ
ツ
人
の
母
は
、
日

本
の
生
活
に
殆
ど
馴
染
め
な
か
っ
た
。
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
が
生
ま
れ
て
四
歳
に
な
る
と
、
一
家
は
ド

イ
ツ
に
舞
い
戻
り
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
た
。

隣
家
の
ペ
ー
タ
ー
マ
ン
一
家
の
先
祖
は
イ
タ
リ

ア
系
ド
イ
ツ
人
で
、
地
元
の
五
代
続
い
た
名
門
で

あ
っ
た
。
ペ
ー
タ
ー
マ
ン
一
家
に
は
、
雑
種
の
ペ

ル
シ
ャ
猫
が
い
て
、
五
歳
の
一
人
娘
の
シ
ル
ヴ
ア
ー

ナ
は
、
長
毛
の
白
い
猫

ミ
ー
シ
ャ

を
と
て
も

可
愛
が
っ
て
い
た
。
隣
人
の
敏
夫
の
こ
と
を
ト
シ

オ
と
言
え
ず
、
ト
ー
シ
ャ
と
呼
ん
だ
。

母
親
同
士
が
偶
然
同
じ
ケ
ル
ン
出
身
だ
っ
た
気
安

さ
で
、
家
族
同
士
は
急
速
に
親
し
く
な
り
、
ド
イ
ツ

の
丘
と
森
で
、
一
緒
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
愉
し
ん
だ
り

し
た
。
敏
夫
の
一
家
は
始
め
、
オ
ー
バ
ー
カ
ッ
セ
ル

区
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
に
住
ま
な
か
っ
た
が
、

日
本
生
ま
れ
の
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
六
～
九
歳

の
間
、
態
々
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
日
本
人
学
校
に

通
っ
た
。
ケ
ル
ン
寄
り
に
転
居
後
は
、
ド
イ
ツ
文
化

を
ぜ
ひ
体
験
さ
せ
、
完
全
な
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
育
て

た
い
と
の
母
の
願
い
も
あ
り
、
中
学
校
は
十
二
歳
ま

で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
高
等
中
学
校
）
に
入
学
し
、
ド

イ
ツ
児
童
に
混
じ
っ
て
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ
イ
ン
河
沿
い
の
古
都
ケ
ル
ン
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
に
車
で
二
十
分
、
電
車
で
三
十
分
の
距
離
に

あ
る
。
水
運
・
鉄
道
・
道
路
の
要
衝
で
、
人
口
百
万
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人
の
ド
イ
ツ
第
四
の
由
緒
あ
る
都
市
で
あ
る
。

ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
、
完
成
ま
で
に
六
百
年
を
要
し

た
と
い
う
逸
話
を
残
し
、
近
く
で
振
り
仰
げ
ば
、
そ

の
威
容
に
日
本
人
観
光
客
は
誰
し
も
驚
か
さ
れ
た
。

百
㍍
を
越
す
双
塔
と
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
聖
堂
、
ケ

ル
シ
ェ
と
言
う
地
ビ
ー
ル
、
ケ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
・
ヴ
ァ

セ
ル
の
香
水
、
仏
語
の
オ
ー
デ
コ
ロ
ン(

ケ
ル
ン
の

水
の
意)

発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
と
異
な
り
、
ケ
ル
ン
に
は
日

本
人
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
も
無
く
、
一
家
は
自

然
と
ド
イ
ツ
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
暮
ら
さ
な
い
敏
夫
の
生

活
は
、
言
葉
を
身
体
で
覚
え
た
実
感
が
あ
っ
た
。
毎

日
学
校
か
ら
帰
る
と
、
白
い
ペ
ル
シ
ャ
猫
の

ミ
ー

シ
ャ

を
抱
い
た
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
が
い
た
。

何
時
の
間
に
か
、
敏
夫
の
愛
称
ト
ー
シ
ャ
が
定
着

し
、
敏
夫
一
家
も
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
と
言
わ
ず
に
シ
ル

ヴ
ィ
ア
ま
た
は
シ
ル
ヴ
ィ
ー
と
呼
ん
だ
り
し
た
。

お
し
ゃ
ま
な
一
人
娘
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
は
、
三
歳
年

長
の
大
好
き
な
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の
お
嫁
さ
ん
に

な
る
ん
だ
と
マ
マ
に
何
時
も
言
っ
て
い
た
し
、
ト
ー

シ
ャ
（
敏
夫
）
の
マ
マ
に
も
そ
れ
を
頼
ん
だ
。

隣
家
の
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

と
戯
れ
な
が
ら
シ
ル

ヴ
ア
ー
ナ
と
、
ド
イ
ツ
の
丘
や
森
で
遊
び
暮
ら
し
た

幼
児
時
代
の
記
憶
が
、
ド
イ
ツ
生
活
そ
の
も
の
と
し

て
、
帰
国
後
も
敏
夫
の
脳
裏
に
鮮
明
で
あ
っ
た
。

突
然
、
職
人
風
の
男
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

「
学
生
さ
ん
！

人
工
呼
吸
の
や
り
か
た
知
っ
て

い
る
か
ね
。
」

「
え
っ
、
ハ
イ
・
・
・
」

ジ
ン
コ
ウ
コ
キ
ュ
ウ
と
頭
の
中
で
ト
ー
シ
ャ
（
敏

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

夫
）
は
反
芻
し
た
が
、
と
っ
さ
に
日
本
語
の
意
味
が

理
解
で
き
な
か
っ
た
。
で
も
そ
の
切
羽
詰
っ
た
皮
ジ
ャ

ン
パ
ー
の
男
に
促
さ
れ
て
、
何
と
な
く
駆
け
た
。
駆

け
な
が
ら
や
っ
と
意
味
が
の
み
込
め
る
と
、
ド
イ
ツ

の
体
育
の
授
業
で
や
っ
た
人
工
呼
吸
法
を
頭
の
中
で

思
い
出
し
て
い
た
。

小
さ
な
池
に
続
く
小
道
を
曲
が
る
と
、
数
人
の
人

だ
か
り
を
み
た
。
そ
の
中
の
一
点
が
急
に
膨
ら
み
、

も
う
一
人
の
職
人
風
の
男
が
走
り
寄
っ
て
き
た
。

「
こ
の
学
生
が
人
工
呼
吸
で
き
る
と
。
」

「
そ
う
か
！
お
れ
、
ポ
リ
公
と
医
者
を
呼
ん
で
く

る
で
。
後
を
た
の
む
！
」

ペ
イ
ン
ト
缶
を
付
け
た
オ
ー
ト
バ
イ
が
一
台
、
そ

の
周
り
に
二
台
の
自
転
車
が
あ
っ
た
。
油
の
付
い
た

ボ
ロ
布
が
燃
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
黒
い
煤
け
た

煙
が
初
夏
の
空
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
昇
っ
て
い
た
。
そ
の

傍
ら
に
、
下
半
身
を
職
人
の
印
半
纏
で
く
る
ま
れ
た
、

素
裸
の
小
さ
な
女
の
溺
水
者
が
い
た
。

職
人
は
、
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
て
、
小

さ
な
少
女
を
そ
の
上
に
抱
か
か
え
る
と
、
仰
向
け
に

寝
か
せ
た
。
兄
妹
と
お
ぼ
し
き
連
れ
の
兄
は
、
び
し
ょ

濡
れ
の
洋
服
か
ら
ぽ
た
ぽ
た
と
水
滴
を
滴
ら
せ
な
が

ら
、
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
た
。
兄
妹
し
て
沼
に
は
ま
っ

た
と
こ
ろ
を
、
通
り
か
か
り
の
二
人
の
職
人
に
救
助

さ
れ
た
の
だ
。

「
ピ
ー
ピ
ー
泣
く
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
を
連
れ
て
き
た
そ
の
ペ
ン
キ

職
人
は
、
容
赦
な
く
そ
の
兄
を
怒
鳴
り
つ
け
た
。
そ

の
子
は
す
っ
か
り
怯
え
て
泣
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

職
人
が
顎
を
し
ゃ
く
る
様
に
し
て
、
人
工
呼
吸
を
始

め
る
よ
う
に
促
し
た
。
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
職
人

の
自
分
に
向
け
ら
れ
た
好
奇
の
目
に
不
安
を
感
じ
る
余

裕
も
な
く
、
ド
イ
ツ
で
習
っ
た
と
お
り
に
開
始
し
た
。

初
め
は
、
テ
ン
ポ
が
次
第
に
速
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
だ
っ
た
。
何
回
も
気
を
取
り
直
す
と
、
初
め
の
ゆ
っ

く
り
と
し
た
調
子
に
戻
る
よ
う
に
意
識
し
た
。

「
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
ド
ラ
イ
・
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
」

肩
甲
骨
の
下
方
に
両
の
掌
を
溺
水
者
の
頭
の
方
向
か

ら
あ
て
が
い
、
腕
を
延
ば
し
た
ま
ま
自
分
の
体
重
を
少

し
両
腕
に
掛
け
る
。
次
に
掌
を
離
し
て
女
の
子
の
両
腕

を
静
か
に
心
持
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
手
前
に
引
く
、
胸

郭
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
呑
み
込
ん
だ
水
の
吐
出
を
も

同
時
に
促
す
こ
の
方
法
を
、
た
だ
五
秒
間
に
一
動
作
と

心
に
念
じ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
続
け
た
。

当
時
、
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
が
ド
イ
ツ
の
九
年
制

の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
高
等
中
学
校
）
で
習
っ
た
方
法

は
、
現
在
の
よ
う
な
マ
ウ
ス
・
ツ
ー
・
マ
ウ
ス
方
式

の
人
工
呼
吸
法
で
は
な
か
っ
た
。

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
続
け
な
が
ら
自
分
の
心
臓
の

鼓
動
を
聞
い
て
い
た
。
十
分
も
や
る
と
、
極
度
の
緊
張

と
、
そ
ば
の
ボ
ロ
布
の
燃
え
る
熱
気
で
、
全
身
に
汗
を

か
い
た
。
寝
か
さ
れ
た
幼
い
物
体
の
女
の
子
の
頭
部
付

近
、
青
い
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
向
こ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
森

で
見
覚
え
の
あ
る
草
花
が
、
風
に
揺
れ
て
咲
い
て
い
る

の
を
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
意
識
し
た
。

草
花
の
名
前
は
想
い
出
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
草
花
は
、
高
さ
が
２
０
～
４
０
㌢
で
、
昔
か

ら
信
州
の
安
曇
野
地
域
に
咲
く
、
筑
摩
薄
荷
で
あ
っ

ち

く

ま

は

っ

か
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た
。
原
産
は
、
地
中
海
沿
岸
の
常
緑
多
年
草
で
、

別
名
西
洋
ま
た
た
び
と
も
い
う
。
五
～
八
月
に
赤

紫
色
の
斑
点
の
あ
る
白
い
花
を
咲
か
せ
る
。

藤

色
か
ら
紫
色
の
花
を
付
け
る
亜
種
も
あ
る
。
松
本

の
城
山
の
野
山
に
も
、
こ
う
し
た
白
や
紫
の
花
を

付
け
る
筑
摩
薄
荷
が
、
生
え
て
い
た
と
し
て
も
別

段
不
思
議
で
は
な
い
。

「
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
ド
ラ
イ
・
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
」

女
の
子
は
、
時
々
音
を
立
て
て
水
を
吐
い
た
が
、

意
識
は
回
復
し
そ
う
に
な
か
っ
た
。
傍
で
見
守
る

二
人
の
職
人
の
無
知
さ
加
減
や
無
責
任
な
発
言
が

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
を
苛
立
た
せ
た
。
ド
イ
ツ
の

学
校
で
体
育
の
時
間
に
覚
え
た
人
工
呼
吸
法
は
、

《
た
だ
ひ
た
す
ら
単
調
に
繰
り
返
す
》
、
少
し
だ

ま
っ
て
い
て
欲
し
い
と
怒
鳴
り
た
か
っ
た
。

「
も
う
ち
ょ
っ
と

早
く
し
た
ら
ど
う
だ
い
」

「
ま
だ
ダ
メ
か
・
・
・
顔
が
白
い
な
」

「
こ
の
ま
ま

お
陀
仏
か
な
」

時
折
発
す
る
「
ゲ
ー
」
と
い
う
肺
か
ら
洩
れ
る

呼
気
の
兆
候
が
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
を
勇
気
付
け

た
が
、
一
刻
も
早
く
警
察
官
と
医
者
が
き
て
欲
し

い
と
祈
っ
た
。
人
工
呼
吸
を
続
け
な
が
ら
、
ト
ー

シ
ャ
（
敏
夫
）
は
ラ
ベ
ル
の
ボ
レ
ロ
の
単
調
な
フ

レ
ー
ズ
の
繰
返
し
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
高
等
中
学
校
）
で

人
工
呼
吸
法
を
学
ん
だ
時
、
何
故
か
こ
の
曲
が
鳴
っ

て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
か
ら
だ
。
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
は
馬
鹿
に
な
っ
て
そ
の
曲
を
心
で
念
じ

て
い
る
と
、
繰
り
返
す
動
作
が
リ
ズ
ム
に
慣
れ
る

よ
う
な
気
が
し
て
落
ち
着
け
た
。

「
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
ド
ラ
イ
・
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
」

「
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
ド
ラ
イ
・
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
」

白
い
柔
ら
か
な
小
さ
な
女
の
子
の
肌
が
次
第
に
赤

み
を
増
し
、
小
さ
な
背
中
が
擦
ら
れ
る
た
び
に
垢
と

な
っ
て
剥
が
れ
て
き
た
。
そ
の
赤
い
肌
上
に
よ
れ
た

垢
が
、
黒
点
や
黒
い
棒
が
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
っ
た
。

医
者
が
看
護
婦
を
連
れ
て
車
で
や
っ
て
き
た
。

二
人
と
も
チ
ラ
リ
と
赤
毛
の
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）

に
好
奇
の
目
を
向
け
た
が
、
女
の
子
の
瞳
孔
と
肛

門
を
調
べ
る
と
、
そ
の
ま
ま
続
け
る
よ
う
に
ト
ー

シ
ャ
（
敏
夫
）
を
促
し
た
。

警
官
が
野
次
馬
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た
。

警
官
は
事
務
的
口
調
で
、
発
見
者
の
職
人
二
人

に
救
助
状
況
を
聴
取
し
た
。
医
者
が
女
の
子
に
腕

に
強
心
剤
を
う
っ
た
。
女
の
子
の
母
親
が
血
相
変

え
て
、
毛
布
を
持
っ
て
飛
ん
で
き
た
。

「
い
ま
、
動
か
し
た
ら
駄
目
！
」

医
者
の
鋭
い
叱
責
の
声
が
飛
ん
だ
。

仕
方
な
く
母
親
は
、
持
参
の
毛
布
を
女
の
子
の
小

さ
な
尻
に
掛
け
た
。
若
い
そ
の
母
親
の
す
が
る
よ

う
な
視
線
に
、
そ
れ
で
い
て
未
経
験
の
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
を
責
め
る
よ
う
な
必
死
の
一
瞥
の
祈
り

が
あ
っ
た
。
野
次
馬
の
声
が
耳
に
入
っ
た
。

「
女
学
生
で
す
か
？
」

「
い
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
で
す
よ
、
女
の
子

五
～
六
歳
の
・
・
」

「
自
殺
で
す
か
？
」

「
ま
さ
か
」

「
人
工
呼
吸
や
っ
て
い
る
外
人
で
す
か
？
」

「
学
生
ら
し
い
で
す
ヨ
。
近
く
の
松
本
Ｆ
校
の
・
・
・
」

か
っ
て
な
野
次
馬
の
憶
測
に
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）

は
苛
立
っ
た
。
女
の
子
の
弱
く
柔
ら
か
い
肌
が
破

れ
て
薄
っ
す
ら
と
体
液
が
沁
み
だ
し
て
き
た
。

そ
の
内
に
母
親
の
祈
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

観
自
在
菩
薩
、
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
、

か

ん

じ

ざ

い

ぼ

さ

つ

ぎ
ょ
う
じ
ん
は
ん
に
ゅ
は
ら
み
っ
た
じ

照
見
五
蘊
皆
空
、
度
一
切
苦
厄
、
舎
利
子
、

し
ょ
う
け
ん
ご
う
ん
か
い
く
う

ど

い

っ

さ

い

く

や

く

し

ゃ

り

し

色
不
異
空
、
空
不
異
色
、
色
即
是
色
、
空
即
是
色
、

し

き

ふ

い

く

う

く

う

ふ

い

し

き

し
き
そ
く
ぜ
く
う

く
う
そ
く
ぜ
し
き

受
想
行
識
亦
復
如
是
、
舎
利
子
、
是
諸
法
空
相
、

じ
ゅ
そ
う
ぎ
ょ
う
し
き
や
く
ぶ
に
ょ
ぜ

し

ゃ

り

し

ぜ
し
ょ
ほ
う
く
う
そ
う

不
生
不
滅
、
不
垢
不
浄
、
不
増
不
減
、
是
故
空
中
・
・
・
・

ふ
し
ょ
う
ふ
め
つ

ふ

く

ふ

じ

ょ

う

ふ

ぞ

う

ふ

げ

ん

ぜ
こ
く
う
ち
ゅ
う

手
を
合
せ
て
瞑
目
し
な
が
ら
、
母
親
が
唱
え
る

低
い
般
若
心
経
の
読
経
が
、
今
迄
知
ら
な
い
日
本

の
奇
妙
な
呪
文
の
言
葉
に
聞
こ
え
て
、
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
を
苛
立
だ
た
せ
た
。
こ
の
初
め
て
の
体
験

と
も
言
え
る
、
不
思
議
な
母
の
祈
り
の
言
葉
を
聞

い
て
い
る
と
、
ま
る
で
自
分
が
女
の
子
に
罪
を
犯
し

て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
た
。
母
親
の
呟
く
よ
う

な
祈
り
の
言
葉
は
、
何
度
と
な
く
繰
返
さ
れ
た
。

何
百
回
も
の
摩
擦
の
繰
返
し
で
、
幼
い
肌
が
ペ
ロ

リ
と
剥
け
て
捲
れ
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

な
っ
た
。
取
囲
む
野
次
馬
の
視
線
は
、
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
を
敵
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。

女
の
子
の
小
さ
な
裸
に
、
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、

ペ
ー
タ
ー
マ
ン
家
の
お
し
ゃ
ま
で
愛
く
る
し
い
シ
ル

ヴ
ア
ー
ナ
の
裸
の
姿
を
重
ね
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
幼
年
時
代
の
想
い
出
が
鮮
明
に
蘇
っ

て
き
た
。
そ
れ
は
、
白
い
ペ
ル
シ
ャ
猫
の

ミ
ー

シ
ャ

が
、
あ
の
草
を
食
ん
で
恍
惚
と
な
っ
て
興

ヽ

ヽ

ヽ

奮
す
る
姿
で
あ
っ
た
。
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ド
イ
ツ
人
は
散
歩
の
好
き
な
国
民
で
あ
る
。

街
か
ら
一
歩
離
れ
る
と
直
ぐ
、
平
地
や
丘
陵
部
に

森
や
林
が
点
在
し
、
森
林
浴
が
誰
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
地
形
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
、
山
間

部
に
森
や
林
が
開
け
る
日
本
の
地
形
と
か
な
り
異
な

り
、
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
丘
や
森
に
遊
ぶ
感
覚
は
、

散
歩
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ラ
テ
ン
語
シ
ル
ヴ
ア
（s

i
l
v
a

）
は
、
森
、
林
、

果
樹
園
等
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
森
は

豊
穣
の
象
徴
で
、
ア
メ
リ
カP

e
n
n
s
y
l
v
a
n
i
a

（
ペ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
）
や
ル
ー
マ
ニ
アT

r
a
n
s
y
l
v
a
n
i
a

（
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
）
は
、
「
豊
穣
な
土
地
」

由
来
の
地
名
で
あ
ろ
う
。
若
者
向
け
日
本
車
に
同
名

を
冠
し
た
車
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
女
性
名
シ
ル
ヴ
ィ

ア
に
、
一
体
ど
ん
な
願
い
を
込
め
た
の
か
命
名
者
に

聞
い
て
見
た
い
気
が
す
る
。

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
捕
虫
網
と
虫
取
り
籠
を
、

シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
は
白
い
愛
猫

ミ
ー
シ
ャ

を
抱
い

て
い
た
。
帽
子
を
被
っ
て
家
を
で
る
と
、
何
時
も
の

よ
う
に
雑
種
の
ペ
ル
シ
ャ
猫
と
共
に
、
森
へ
連
れ
立
っ

て
遊
び
に
出
か
け
た
。

二
人
は
ま
る
で
兄
妹
の
よ
う
だ
っ
た
。

二
人
に
と
っ
て
、
ペ
ー
タ
ー
マ
ン
家
の
猫
の

ミ
ー

シ
ャ

は
、
愛
玩
動
物
と
い
う
よ
り
は
、
言
う
こ
と

ペ

ッ

ト

を
聞
か
な
い
親
友
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
非
社

交
性
や
非
日
常
性
は
、
森
に
連
れ
て
行
く
度
に
、
二

人
に
新
た
な
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。

あ
る
時
は
、
森
の
天
才
的
な
バ
レ
ー
の
ダ
ン
サ
ー

の
よ
う
に
振
付
で
、
あ
る
時
は
、
芝
居
の
演
技
者
の

よ
う
な
見
事
な
所
作
で

ミ
ー
シ
ャ

は
遊
ん
だ
。

腹
を
二
人
に
見
せ
て
両
足
を
上
げ
る
。
後
足
で
立

ち
上
が
り
、
空
中
の
見
え
な
い
鳥
を
捕
獲
す
る
よ
う

に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
。
横
歩
き
す
る
。
辺
り
を
駆
け
回
っ

て
い
た
か
と
思
う
と
、
前
足
を
低
く
し
て
、
地
面
に

待
機
し
て
身
を
伏
せ
、
二
人
の
来
る
の
待
ち
伏
せ
す

る
。
二
人
を
見
な
が
ら
後
ず
さ
り
す
る
。

今
一
緒
に
い
た
か
と
思
う
と
、
プ
イ
と
す
ね
た
よ

う
に
突
然
木
に
登
っ
て
、
姿
を
消
し
二
人
を
心
配
さ

せ
る
。
森
の
薔
薇
の
茂
み
か
ら
、
心
配
す
る
二
人
の

様
子
を
そ
っ
と
窺
っ
て
い
る
。
そ
し
て
不
意
に
甘
え

る
よ
う
に
ま
た
姿
を
現
す
。
時
に
は
、
毛
ず
く
ろ
い

を
し
て
薔
薇
の
棘
に
傷
つ
い
た
身
体
を
舐
め
る
。

中
で
も
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
、
野
草
の
ネ
ペ
タ
・

キ
ャ
タ
リ
ア
に
出
く
わ
し
た
時
で
あ
っ
た
。

こ
の
発
見
以
来
、
二
人
は
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

の

不
思
議
で
奇
妙
な
習
性
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

猫
を
連
れ
て
い
っ
た
理
由
は
、
ド
イ
ツ
の
森
に
、
ハ
ー

ブ
の
一
種

ネ
ペ
タ
・
キ
ャ
タ
リ
ア(

日
本
名
：
犬
薄
荷
、

は

っ

か

別
名
筑
摩
薄
荷

英
語
名
：
キ
ャ
ト
ニ
ッ
プ

猫
が
噛
む

ち

く

ま

は

っ

か

草
の
意

イ
タ
リ
ア
中
部
の
町
ネ
ペ
タ
由
来)

が
沢
山
生

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
植
物
に
よ
っ
て
白
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

が
引
起
す
興
奮
状
態
を
見
る
の
が
、
二

人
に
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

因
み
に
、
別
名
の
筑
摩
薄
荷
の
由
来
で
あ
る
が
、

筑
摩
は
信
州
の
地
名
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
ハ
ー
ブ

の
一
種
の
ネ
ペ
タ
・
キ
ャ
タ
リ
ア
と
同
種
同
属
植
物

が
、
長
野
県
の
安
曇
野
地
域
に
、
薬
草
と
し
て
昔
か

ら
広
く
分
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
森
の
ネ
ペ
タ
・
キ
ャ
タ
リ
ア
は
、
ミ
ン

ト
に
似
て
、
猫
に
催
淫
効
果
を
も
た
ら
す
が
、
猫
の

万
能
薬
と
し
て
、
鎮
痛
、
消
炎
、
特
に
消
化
管
の
痙

攣
か
ら
起
る
下
痢
止
め
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

猫
の

ミ
ー
シ
ャ

は
、
森
の
ネ
ペ
タ
・
キ
ャ
タ

リ
ア
に
近
づ
く
と
、
匂
い
を
か
ぎ
、
な
め
、
く
ち
ゃ

く
ち
ゃ
と
噛
み
、
頬
を
擦
り
つ
け
、
そ
の
上
を
転
げ

ま
わ
り
、
草
を
地
面
か
ら
引
き
抜
き
、
貪
る
よ
う
な

食
べ
て
、
揚
句
の
果
て
に
尿
を
か
け
た
。

こ
の
草
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
る
猫
の
興
奮
状
態
、

恍
惚
状
態
を
眺
め
て
い
る
と
、
猫
の
快
感
が
二
人
に

も
伝
染
し
、
幼
い
な
が
ら
に
生
物
本
来
所
有
の
、
原

始
的
な
催
淫
効
果
を
起
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

猫
の

ミ
ー
シ
ャ

の
そ
の
光
景
は
、
二
人
を
何
時

も
興
奮
さ
せ
た
が
、
意
識
し
て
別
な
遊
び
に
気
持
ち
を

転
換
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
罪
悪
感
を
感
じ
さ
せ
た
。

「
ト
ー
シ
ャ

ほ
ら
！

蝶
々
・
・
・
」

そ
れ
は
綺
麗
な
羽
の
パ
ル
ナ
シ
ウ
ス
と
い
う
ア
ゲ

ハ
の
一
種
だ
っ
た
。
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
は
リ
ボ
ン
の
付

い
た
帽
子
を
脱
い
で
何
処
ま
で
も
追
い
駆
け
た
。

「
だ
め
だ
っ
た
ら
、
シ
ル
ヴ
ィ
ー
！
い
ま
採
っ
て

や
る
よ
。
み
ろ
！
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
」

ト
ー
シ
ャ(

敏
夫)

は
、
ア
ゲ
ハ
蝶
を
と
っ
て
シ
ル

ヴ
ア
ー
ナ
に
与
え
た
。
眼
前
に
突
き
出
さ
れ
た
ア
ゲ

ハ
蝶
は
、
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
の
指
の
中
で
鱗
粉
を
輝
か

せ
て
羽
ば
た
い
た
。
そ
の
時
、
ト
ー
シ
ャ(

敏
夫)

は
、

幼
い
女
の
子
と
も
思
え
ぬ
、
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
の
残
虐

性
を
み
た
。
そ
の
残
虐
性
は
、
猫
が
狩
を
す
る
時
の

姿
に
似
て
い
た
。
前
足
の
爪
で
獲
物
の
鼠
を
押
さ
え

つ
け
、
も
う
片
方
の
前
足
で
な
ぶ
る
よ
う
に
獲
物
と

遊
ぶ
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
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突
然
蝶
の
腹
を
指
で
ぐ
い
っ
と
押
さ
え
た
。

そ
の
腹
が
裂
け
て
黄
色
と
、
青
い
に
ゅ
る
に
ゅ
る

と
し
た
粘
液
に
構
わ
ず
、
二
枚
の
羽
根
を
毟
り
取
っ

た
か
ら
だ
。
虫
取
り
籠
の
中
に
仕
舞
う
と
得
意
顔
で

ト
ー
シ
ャ(
敏
夫)

を
見
上
げ
て
い
っ
た
。

「
蝶
々
っ
て
羽
根
だ
け
が
綺
麗
だ
ね
。
」

「
・
・
・
・
」

手
に
つ
い
た
ね
ば
ね
ば
の
黄
色
の
液
を
服
で
拭

う
と
、
あ
げ
は
蝶
の
胴
体
を
か
ま
わ
ず
捨
て
た
。

二
人
は
手
を
つ
な
い
で
、
声
高
ら
か
に
歌
っ
た
。

パ
パ
と
マ
マ
が
す
る
よ
う
に
、
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
な
が
ら
、
ト
ー
シ
ャ(
敏
夫)

も
ふ
ざ
け

て
小
さ
な
お
姫
様
の
手
に
キ
ス
し
て
頬
擦
り
し
て

抱
き
し
め
た
。
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
も
キ
ス
を
返
し
て
、

ト
ー
シ
ャ(

敏
夫)

に
し
が
み
付
い
た
。

「
ト
ー
シ
ャ

大
好
き

」

女
の
子
の
唇
に
「
ホ
ー
」
と
息
が
戻
っ
て
き
た
。

「
も
う
少
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
よ
。
」

医
者
の
励
ま
し
の
言
葉
を
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）

は
聴
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
今
に
も
吹
っ
切
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
、
こ
れ
以
上
の
神
経
の
緊
張
に
は

耐
え
ら
れ
そ
う
に
な
か
っ
た
。
女
の
子
の
肌
は
柔
ら

か
で
そ
し
て
赤
く
、
黄
色
の
体
液
は
生
へ
の
兆
候
と

と
も
に
、
薄
っ
す
ら
と
膜
を
張
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

《
と
て
も
疲
れ
た
！
》

医
者
は
母
親
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
、
も
う
大
丈
夫
で
す
よ
。
」

「
エ
ー
」
「
エ
ー
」
と
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
」
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

母
親
は
何
時
の
間
に
か
般
若
心
経
の
祈
り
の
読

経
が
止
ま
り
、
お
礼
を
繰
返
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
う
だ

ネ
ペ
タ
・
キ
ャ
タ
リ
ア
だ

思
い
出
し
た
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の
振
り
仰
ぐ

視
線
の
向
こ
う
に
、
あ
の
時
の
草
花
が
揺
れ
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

白
い
ペ
ル
シ
ャ
猫
の

ミ
ー
シ
ャ

の
大
好
き
な

白
や
紫
の
草
花
が
、
揺
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

赤
毛
の
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の
手
の
動
き
に
連

れ
て
、
女
の
子
の
肌
に
赤
み
が
さ
し
て
き
た
。

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
疲
労
を
感
じ
な
が
ら

も
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
い
た
。

赤
く
、
白
く
、
肌
が
む
け
て
体
液
が
黄
色
く
、

垢
が
黒
く
、
転
が
り
、
・
・
白
い
肌
の
パ
レ
ッ
ト

の
中
で
色
は
美
し
く
混
合
し
た
。
絶
え
間
な
く
動

い
て
混
合
し
、
白
と
赤
で
、
モ
モ
色
に
、
紫
色
と

赤
は
、
赤
と
黒
と
白
で
、
柔
ら
か
い
白
い
肌
の
上

に
線
が
引
か
れ
、
消
さ
れ
、
滑
っ
て
流
れ
た
。

「
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
ド
ラ
イ
・
ア
イ
ン
ツ
バ
イ
」

す
る
と
、
混
合
し
て
一
度
に
飛
び
込
ん
だ
色
が
、

眼
前
で
パ
ッ
ト
輝
き
、
幻
影
に
感
じ
る
紛
れ
も
な

い
愛
く
る
し
い
い
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
の
白
い
肌
が
そ

こ
に
現
れ
て
い
た
。
幻
想
の
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ
は
、

や
は
り
、
白
い
ペ
ル
シ
ャ
猫
を
抱
い
て
い
た
。

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の
気
力
が
次
第
に
萎
え
た
。

耳
の
奥
に
、
母
親
の
読
経
の
声
が
何
時
ま
で
も

響
い
て
い
た
。
帰
国
後
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

が
、
一
度
き
に
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
を
襲
っ
た
。

「
お
い
君
ど
う
し
た

今
僕
が
代
わ
る
ぞ

」

素
早
く
引
き
継
ぎ
の
体
制
を
と
っ
て
医
者
は
、

ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
に
調
子
を
合
わ
せ
て
い
た
。

「
も
う
少
し
、
ゆ
っ
く
り
、
ほ
ら
、
ワ
ン
ツ
ウ

ス
リ
ー
・
ワ
ン
ツ
ウ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
」

「
そ
う
だ
代
わ
る
ぞ

片
方
の
手

」

期
せ
ず
し
て
、
敵
視
し
て
い
た
野
次
馬
の
な
か

か
ら
一
斉
に
赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
の

健
闘
を
讃
え
る
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。
看
護
婦

か
ら
渡
さ
れ
た
手
拭
で
、
顔
の
汗
を
拭
う
と
、
生

来
神
経
過
敏
症
の
上
に
、
二
、
三
日
の
睡
眠
不
足

が
た
た
っ
て
、
そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
だ
。

「
ホ
ン
ト
ニ
モ
ウ
、
何
ト
イ
ッ
テ
良
イ
ヤ
ラ
・
・
・

オ
礼
の
申
シ
上
ゲ
ヨ
ウ
モ
ア
リ
マ
セ
ン
・
・
・
・

ホ
ン
ト
ニ
モ
ウ
・
・
・
コ
ノ
子
ノ
命
ノ
恩
人
・
・

デ
ス
・
・
・
・
」

赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ
（
敏
夫
）
は
、
母
親
の

言
葉
を
半
ば
放
心
し
て
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
単

身
日
本
に
帰
国
し
て
ま
る
で
異
国
の
信
州
松
本
の

こ
の
地
で
、
始
め
て
や
っ
て
い
け
そ
う
な
自
信
め

い
た
嬉
し
い
気
持
ち
に
浸
っ
て
い
た
。

溺
れ
た
女
の
子
の
兄
も
や
っ
と
笑
っ
た
。

そ
の
後
、
日
本
国
籍
の
赤
毛
の
少
年
ト
ー
シ
ャ

（
敏
夫
）
は
、
高
校
を
で
て
上
智
大
学
に
進
学
し
、

上
智
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
再
び
両
親
の
住
む
ド

イ
ツ
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

ペ
ー
タ
ー
マ
ン
家
の
一
人
娘
、
シ
ル
ヴ
ア
ー
ナ

と
結
婚
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

第
三
話

了

白
猫
は
棘
あ
る
薔
薇
に
近
づ
か
ず
・
・
踏
基

参
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文
献

「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
た
な
か
踏
基
著

文
芸
社

「
猫
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
も
の
」ジ
ョ
エ
ル
・
ド
ウ
ハ
ッ
ス
著

(

塚
田
導
晴
訳)

中
央
公
論
新
社
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